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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット描画装置を調整する方法であって、前記方法は、
　複数の液滴生成器における各液滴生成器によって生成された液滴に対する液滴パラメー
タを測定する工程であって、各液滴生成器は、少なくとも一つの液滴生成信号に応答して
少なくとも一つの液滴を生成するように構成されており、各液滴生成信号は、充填部、射
出部、および共振同調部を含み、前記複数の液滴生成器における各液滴生成器によって生
成された前記液滴の第一の部分は、第一の充填濃度を有し、前記複数の液滴生成器におけ
る各液滴生成器によって生成された前記液滴の第二の部分は、第二の充填濃度を有し、前
記液滴パラメータは、前記複数の液滴生成器における各液滴生成器に対して前記第一の充
填濃度で測定され、かつ、前記複数の液滴生成器における各液滴生成器に対して前記第二
の充填濃度で測定される、液滴パラメータを測定する工程と、
　前記複数の液滴生成器の各液滴生成器に対する液滴パラメータ差を測定する工程であっ
て、前記液滴パラメータ差は、前記第一の充填濃度で前記液滴生成器のうちの一つに対し
て測定された前記液滴パラメータと、前記第二の充填濃度で同じ液滴生成器に対して測定
された前記液滴パラメータとの間の差である、液滴パラメータ差を測定する工程と、
　前記複数の液滴生成器に対して測定された前記液滴パラメータ差を参照して、液滴パラ
メータ差の正規化値を計算する工程と、
　前記複数の液滴生成器における少なくとも一つの液滴生成器に対する前記少なくとも一
つの液滴生成信号の前記共振同調部を調整し、前記少なくとも一つの液滴生成器に対する
前記液滴パラメータ差が、前記液滴パラメータ差の正規化値に対応するようにする工程と
、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの液滴生成信号の前記共振同調部の調整は、
　前記複数の液滴生成器における少なくとも一つの液滴生成器に対する前記少なくとも一
つの液滴生成信号の前記共振同調部を調整し、前記複数の液滴生成器における前記液滴生
成器のそれぞれに対する前記液滴パラメータ差が、前記液滴パラメータ差の正規化値に対
応するようにする工程と、
をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記第一の充填濃度は、おおよそ１００パーセントの充填濃度を含むことを特徴とする
、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第二の充填濃度は、おおよそ２５パーセントの充填濃度を含むことを特徴とする、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の液滴生成器のそれぞれは、プリントヘッドを含み、各プリントヘッドは、複
数のインクジェットを備え、前記複数のインクジェットの各インクジェットは、液滴生成
信号に応答して液滴を排出するように構成されていることを特徴とする、請求項２に記載
の方法。
【請求項６】
　前記複数の液滴生成器のそれぞれは、インクジェットを備え、各インクジェットは、液
滴生成信号に応答して液滴を排出するように構成されていることを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記液滴パラメータは、各インクジェットにより排出された液滴の強度を含むことを特
徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　少なくとも一つの液滴生成波形信号の前記共振同調信号部を調整することは、
　各インクジェットのための前記液滴強度の差分が、前記液滴強度差の正規化値に近づく
ように、少なくとも１つのインクジェットのための前記液滴生成信号の前記共振同調部の
電圧レベルを調整することを含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　複数のプリントヘッドを含むプリントヘッド・アセンブリを調整する方法であって、前
記方法は、
　複数の液滴生成器から複数の液滴を射出する工程であって、前記複数の液滴生成器にお
ける各液滴生成器は、充填部、射出部および共振同調部を有する液滴生成信号に応答して
液滴を射出するように構成されており、前記複数の液滴の第一の部分は、第一の充填濃度
で射出され、かつ、前記複数の液滴の第二の部分は、第二の充填濃度で射出される、複数
の液滴を射出する工程と、
　前記複数の液滴生成器における各液滴生成器に対して前記複数の液滴の前記第一の部分
の液滴パラメータを測定する工程と、
　前記複数の液滴生成器における各液滴生成器に対して前記複数の液滴の前記第二の部分
の前記液滴パラメータを測定する工程と、
　前記複数の液滴生成器における各液滴生成器に対する液滴パラメータ差を測定する工程
であって、前記液滴パラメータ差は、前記第一の充填濃度で、前記液滴生成器のうちの一
つに対して測定された前記液滴パラメータと、前記第二の充填濃度で、同じ液滴生成器に
対して測定された前記液滴パラメータとの間の差である、液滴パラメータ差を測定する工
程と、
　前記複数の液滴生成器における少なくとも一つの液滴生成器に対する前記少なくとも一
つの液滴生成信号の前記共振同調部を調整し、前記液滴パラメータ差が、前記複数の液滴
生成器における各液滴生成器に対してほぼ同じとなるようにする工程と、を含むことを特
徴とする方法。
【請求項１０】
　前記複数の液滴生成器のそれぞれは、プリントヘッドを含み、各プリントヘッドは、複
数のインクジェットを備え、前記複数のインクジェットの各インクジェットは、液滴生成
信号に応答して液滴を排出するように構成されていることを特徴とする、請求項３に記載
の方法。
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